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〔概 要〕

ひ

昭和137 年度凶鉄広報活動w本方針の ' 1'で，大家!ム械の鉱充が

強く以りヒげられ，凶鉄の施設を PR 娘一体 としてもY極的に利用

することが示された。 PR コーナーは， こ の方針に必づ き ， 凶

欽の'乞 口 と して，継続した広報活動を行なうこと になり ，昭和

38 ・ 1 ・ 71 '4鉄本社新事務所竣工式当日 ， 正而玄関隣にf持j，没された

も のであ る。 (間以 180m')

〔述 't!_~)i凶も〕

1 '41;1;の施 J止を利用した PR のそテソレケ ー スとして， 常H加国鉄

経営全般について IJij i~ の理解と好怠とをうるようなlU主体 ;"1) を

とり ， かっ広報効果を高めるような内容の展示会を開催する。

C主要業務〕

川 !ム Nl展示 ( f[ し物 ・ 展示会の開催)

(2) Jぶ鰍応、絞(lJiI鉄全般についての~qL !開会な どに対する

li:.‘ f~ ) 
(3) PR 1決 lilíj の紺介， rtU : しあ っせん(保有フ イノレム約 200)

C2l! m 
広械部峨 1\ 5 名(うちk [職H2 名)

[ !Jfl 自:1I~i' lnD

千日 9- 16 1I!i' 50 分土品!日 9- 12 lI!j. 20 分休館日日

限 ・ 祝祭日。(i(jJ己俊卒)

ピーかじゅう P荷重 P術的 とは新幹線鉄道における派

客~I! I j( の幅II !flおよび 11引1配れを考えて〉どめたタ1)'1': (,;j 'fiであり ， 闘

によT; -n.:叫す i，Ti (，;j iJ\ を L 、う。
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旅宿:電車の荊ij重は貨物電車と同じであるが " Jjirll~c i立が異なる

ため，橋 りように対する彩鰐に相当の判 l泌がノ|二ずるので，旅客

専用線に対しては，こ の荷重を使用してよいこととな っ ている 。

なお ~~:i ).主 i逆転;の旅客:電車に対する乗りごこち， メlíJ '.4� .!j>: tt: 

などの，I，I:~ 7'J‘ら P 荷重に対して ， けたのたわみによ るけた端の折

れ角を 4.5/ 1 ， 000 ラジアン程度に制限する二ととしている。こ

の他は， けたの支尚の 1/1 ， 800 程度のたわみに相当する。

また旅客電卓の速度 (2 1O km/h) は， 貨物t立半の速度 (150

km川)に比べて大きいので，一般構造物に対する曲線中の遠心

力の影響も大きく ， ホ N {o;j 重で'&:，; 1 し た構造物に対して ， この

荷重によるチェックが必要である。 (júj橋省次)

ビーチン グ・プラン (失) Beeching Plan イギリス鉄

道公社 l :t， 1963 ・ 3 ・ 27Lイギリス凶有鉄道の内側lPi: l(Reshaping 

of British Railways) と題する報告 i自を五II愉大医に提出し，一

般にも公夫した。この報告書はイギ リ ス鉄道公社総j占ピー チン

グ博士の徒系した ，;1 画であることから ， 一般にビーチング ・ プ

ランと 11子Li' J1.ている。

次にピーチング・プランが作成されるま での粁緋とその内容

について概説すると ， 1960 ・ 3 ・ 10 ， 時の首相マ クミラ γ氏は，

国会でイ ギ リス国有鉄道はA、字経営から脱却するため，同氏の

需要に杭11じしたi占i Ll'規模に l呼編成されなければならないと強調

したが， この三 l列がピーチン グ ・ プランの発端となった。まず

下院に設けられた同有事業特別委員会から 1960・7L国有運輸事

業内柄引R: iこ|対する報告*l が提出され，こ の報告書を検討した

政 I(.f l :t.， 1") 年 1 2 L国有運輸事業再編成に関する白書1 を国会に

提 11\した。この妥員会報告書と 白書に基づいて立案された新運

輸法案が， 1 962 ・ 8 ， 国会を通過し， 1962 年運輸法として翌年

1 ・ 1 から実施された。 1962 年運輸法に法づいて設立された公共

企業体 イ ギリス鉄道公社 (British Railways Board) 11 , BTC 

11年代に~~f~1t した巨額の負債の帳消しその他借置によ って国庫か

ら大幅な財政的援助を受けたが，今後は自力で健全財政を達成

していかなければならない立場上，多く の不採算ー線をかかえて

他全財政の述!めま困難であるから，公衆の利用の少ない地方的

不係:a線を官持活!し，目、い切った経蛍の合理化をはからなければ

ならな L 、。 そこ で公社はまず鉄道の貨客輸送の流れの現状と鉄

道と道路の愉送コストの'た態をはあくする目的で， 1 96 1 ・ 4 ・ 1 7

から 1 週間にわた っ て全凶的に綿密な紛送実態調査.を行な(' ，

この調1'tの結果を本鍵として総合的な鉄道jlH.&成 ， :l jilíj を作成し，

ニれを lìíj述 L イ ギ リス ~.N有鉄道の再編成1 として・般に公 N.

した。

ニの川 l !lii ~Jは，本文の中で問題の本質， 問題の分析，1-.安輸

送対象の汗剤11な検討，運営 ・管理面の経済性， 人員削減， ,iliilii 

による財政的成巣などの諸項目に分けて述べ，付録において輸

送調子u 旅客サービスと旅客駅の閉鎖，車両jの削減， ラ イナー ・

トレ ーンなどの諸項目 について記述してい る。

次にこの ，J I ，hj の総合的な要旨を簡単に述べる。

イギリス国有鉄道の線路延長は，現在約 2 万 8， 000 キロに達

するが， その半ば以上の線路では貨客輸送からの収入が， 71)11 [ 

運転， lhh.札 ヤード，駅の費用を除いた軌道の保守， 信 号施設

の保守と像作に要する î~用さ え償えず，約 7， 000 駅(う ち貨物

駅 2 ， 400) のうち，その半ば以上の駅では， 駅の費用が，これら

駅で取り 以 う貨物からの収入をはるかに上回 っている。輸送の

うちで各駅停"1':旅客列単が最も乗車効率が悪 く ， 収入をも っ て

運転伐さえ償えない。郊外輸送は，ロ γ ド γ周辺で 11 ， かろう

じて所要級伐を償うに足るが，他の大都市においては，すべて

巨額の欠債を /:U している。鉄道にとって不利益な貨物が多く託

送され ， しかも大 ['i~分は直通列車によらずヤードで入換作業を

必要とする個々の貨車によって取り抜われている。このため輸

送原悩は尚くなり，貨車の利用効率も悪くなっている。石炭輸

送は，全体としては収支償うものであるが，石炭輸送の 311，
集結列車によらず不純済的な車倣によって取り級われている。

石炭以外のIド倣貨物は，全体的にみて欠鎖であり ，小口敏の雑

貨輸送 も赤字を出している。

以上のような:.k状にかんがみ， イギリ九鉄道は次のような思

L 、切 っ た柴務の縮小 と 新しい構fl.tによるサーヒヂスを実施して ，

鉄道の再生IIをはかりたい。

各駅停車旅客列半約 240 本を廃止する。旅客の利用の少ない

小駅 ・ fi1ì tJ.，駅約 2 ， 360 を閉鎖する。車扱貨物を取り敏 う 小駅は

Jj6止し，不経済的な途中耳元卸貨物輸送を削減する。小口扱貨物

の取倣駅を*:-j 100 に縮減し，小口敏を集約的に取り級 う 。蒸気

機関車をディ ー ゼノレ機関車に転換するが， その数は最高 3， 750


